
（◎：座長、敬称略五十音順）

① 国内の取組事例の収集・分析
② 有識者/自治体からのヒアリング
③ 検討委員会の実施
④ ①～③を踏まえた未就園児等が支援に結びつかない要因分析及び施策の検討

※令和５年３月に報告書とりまとめ予定

未就園児等の把握、支援のためのアウトリーチの在り方に関する調査研究

調査研究の内容

乳幼児健診未受診者、未就園児等やその家庭の中には、虐待の防止や健全育成等の観点から、支援を必要としてい
る場合がある。各市町村において未就園児等を把握し、目視等による安全確認を行い、支援が必要な場合には支援に
つなげることにより、こどもの福祉の増進及びこどもの最善の利益を図っていくことが必要である。
このため、未就園児等の把握、支援のためのアウトリーチ及び伴走型の支援等に関し、地方自治体や民間支援団体

の取組事例について情報収集や有識者ヒアリングを行い、その在り方を明らかにすることを通じて、各市町村におけ
る取組を推進、支援することを目的とする。
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